
日本政府に核兵器禁止

条約への署名・批准を求

める   意見書決議 

６２９自治体 

(2022年３月１日現在） 

■大阪府（９）：和泉市議会、泉

佐野市議会、摂津市議会、高石

市議会、富田林市議会、阪南市

議会、河南町議会、忠岡町議会、

岬町議会 

 

２０２２年 

３月号 

 
原水協通信 

（大阪版） 

国連NGO原水爆禁止日本協議会  

毎月１回６日発行 

〒113-8464 文京区湯島２－４－４  

(大阪原水協)〒542-0012 

大阪市中央区谷町 7-3-4 

 新谷町第 3ビル 210号 

電話 06（6765）2552 

FAX 06（6765）2837 

☆ 核兵器禁止条約の署名・批准を求める 署名の到達   

２０２２年２月 2２日の到達 ７４,９２１ 筆  

大阪原水協は、毎月２２日を集約日としています。 

各団体・地域原水協・個人より報告をお願いします。 

FAX及び署名の郵送等お願いします。 

２０２２年ビキニデーオンライン開催！ 

２
月
２
８
日
か
ら
３
月
１
日
、
ロ

シ
ア
の
侵
略
戦
争
が
世
界
の
核
廃

絶
、
平
和
を
願
う
人
々
の
思
い
を
無

視
し
て
突
き
進
む
中
で
の
ビ
キ
ニ
デ

ー
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

大
阪
原
水
協
に
は
、
３
６
の
オ
ン

ラ
イ
ン
視
聴
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま

し
た
。 

今
回
は
、
手
話
通
訳
も
あ
り
、
一

段
と
視
聴
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。 

大
阪
原
水
協
事
務
所
で
も
大
阪
平

和
委
員
会
な
ど
と
共
同
で
視
聴
会
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
民
医
連
の
各
事
務
所
や
労
働

組
合
・
地
域
原
水
協
・
パ
ル
コ
ー
プ

の
組
合
員
の
み
な
さ
ん
な
ど
個
別
で

の
視
聴
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
は
ロ
シ
ア
が

核
兵
器
使
用
を
公
言
す
る
中
で
の
と

り
く
み
で
あ
り
、
核
禁
条
約
へ
日
本

政
府
が
署
名
・
批
准
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
訴
え
る
重
要
な
集
会
と
な
り

ま
し
た
。 

ま
た
、
平
和
行
進
、
世
界
大
会
に

向
け
て
一
層
の
取
り
組
み
の
強
化
が

確
認
さ
れ
た
集
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

2022年 ３月６日                                   第９３８号付録 

ク
レ
メ
ン
ト
議
長
の 

メ
ッ
セ
ー
ジ
よ
り
（
抜
粋
） 

多
く
の
皆
さ
ん
と
ウ
ィ
ー
ン
で

お
会
い
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。 

そ
し
て
、
安
全
保
障
や

核
兵
器
の
リ
ス
ク
と
人
道
的
影
響

な
ど
を
め
ぐ
る
非
常
に
深
い
議
論

に
、
さ 

ら
に
広
範
な
各
国
政
府
と

市
民
社
会
が
参
加
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。 

自
分
の
意
見
に

固
執
し
て
い
る
人
と
の
対
話
は
困

難
で
す
が
、
国
際
社
会
で
は
や
ら

ね
ば
な
ら
な
い 

対
話
で
す
。
私
は

核
兵
器
禁
止
条
約
が
そ
の
よ
う
な

対
話
の
促
進
に
貢
献
す
る
も
の
と 

な
る
と
大
い
に
期
待
し
て
い

ま
す
。
世
界
終
末
時
計
が
警

告
し
て
い
る
よ
う
に
、
私
た

ち
は
一
刻
も
無
駄
に
で
き
な

い
の
で
す
。 

 

ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
被
災
６
８
年

３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会  

主
催
者
報
告 

原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
実
行
委
員
会  

運
営
委
員
会 

共
同
代
表 

 

千
坂 

純 

（
抜
粋
） 

最
初
に
、
核
戦
争
阻
止
・
核
兵

器
廃
絶
の
誓
い
を
新
た
に
す
べ
き

こ
の
日
に
、
核
の
惨
禍
に
つ
な
が

り
か
ね 

な
い
重
大
な
動
き
が
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
に
、
強
く
抗
議

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ 

ク
ラ
イ
ナ
侵

略
で
す
。
こ
れ
が
、
国
連
憲
章
違

反
の
野
蛮
極
ま
る
侵
略
行
動
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
し 

か

も
、
ロ
シ
ア
は
、
攻
撃
を
前
に
し

て
核
弾
頭
搭
載
可
能
な
ミ
サ
イ
ル

発
射
訓
練
を
お
こ
な
い
、
プ
ー
チ

ン
大 

統
領
は
演
説
で
、
「
現
在
の

ロ
シ
ア
は
、
今
や
世
界
で
最
も
強

力
な
核
保
有
国
の
１
つ
だ
」
と
強

調
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
核
兵
器

禁
止
条
約
が
禁
止
し
た
核
兵
器
に

よ
る
威
嚇
そ
の
も
の
で
す
。
核
兵

器
の
威
嚇
を
背
景
に
、 

無
法
な
侵

略
を
強
行
し
、
無
辜
の
人
命
を
奪

う―
―

こ
れ
は
、
平
和
へ
の
人
類
の

努
力
に
逆
行
す
る
許
し
が
た 

い

蛮
行
で
す
。
私
た
ち
は
、
ロ
シ
ア

政
府
に
対
し
、「
た
だ
ち
に
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
を
や
め
よ
！
」「
ロ
シ
ア

軍 

は
今
す
ぐ
撤
退
せ
よ
！
」
と
、

断
固
と
し
て
要
求
す
る
も
の
で
す 



                                   

    ロシア核で威嚇の蛮行  
日本政府は被爆国としての責任を果たせ！ 

私たちは断固抗議する！ 
 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
抗

議
す
る 

戦
争
ア
カ
ン
！ 

 

２
月
２
８
日 

豊
中
に
あ
る

ロ
シ
ア
総
領
事
館
周
辺
で
、
大
阪
平

和
委
員
会
や
大
阪
原
水
協
な
ど
４

団
体
が
呼
び
か
け
た
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
す
る
緊
急

集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
集
ま
っ
た
仲
間

が
無
言
で
抗
議
の
意
思
を
示
す
「
サ

イ
レ
ン
ト
ス
タ
ン
デ
イ
ン
グ
」
に
よ

る
、
抗
議
行
動
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
行
動
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
各

紙
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
多
く
の
仲
間

を
励
ま
し
、
ロ
シ
ア
へ
の
怒
り
、
戦

争
反
対
、
核
兵
器
廃
絶
な
ど
の
願
い

を
更
に
大
き
く
し
、
運
動
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。 

               

  

※お知らせ 平和行進実行委員会を開催します。 

日 時：２０２２年 ３月１７日（木）１３：３０～ 

場 所：新婦人会議室（原水協向かいの新谷町第２ビル２階です。） 

 

抗
議
文   

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
暴
挙
に 

断
固
抗
議
す
る  

 

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
直
ち
に
軍
事

作
戦
を
中
止
し
、
ロ
シ
ア
軍
を
撤

退
さ
せ
よ   

 

ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領  

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
殿   

 

１
，
全
世
界
の
市
民
と
政
府
の
抗
議

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貴
職
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
東
部
の
二
つ
の
地
域
の

「
独
立
」
承
認
と
ロ
シ
ア
軍
派
兵

を
強
行
し
、
２
４
日
に
は
キ
エ
フ

を
は
じ
め
ウ
ク
ラ
イ
ナ
各
地
へ
の

軍
事
攻
撃
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、明
白
な
侵
略
行
為
で
あ
り
、

重
ね
て
抗
議
す
る
も
の
で
す
。  

 

い
か
な
る
理
由
に
せ
よ
、
主
権

国
家
に
た
い
す
る
一
方
的
な
軍
事

攻
撃
は
国
連
憲
章
に
反
す
る
重
大

な
犯
罪
行
為
で
あ
り
、
軍
事
作
戦

の
即
時
中
止
と
ロ
シ
ア
軍
の
撤
退

を
強
く
求
め
ま
す
。  

 
 ２

，
貴
職
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍

事
侵
攻
開
始
に
あ
た
っ
て
「
現
在

の
ロ
シ
ア
は
、
今
や
世
界
で
最
も

強
力
な
核
保
有
国
の
一
つ
だ
」「
ロ

シ
ア
へ
の
直
接
攻
撃
は
侵
略
者
の

壊
滅
と
悲
惨
な
結
果
に
つ
な
が

る
」
と
述
べ
、
核
兵
器
に
よ
る
威

嚇
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

                  

※
２
月
２
８
日
、
ロ
シ
ア
総
領
事

館
前
で
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗

議
す
る
集
会
。
１
０
０
名
を
越
え

る
仲
間
が
あ
つ
ま
り
ま
し
た
。 

新聞報道の模様。朝日・毎日 

大阪日日新聞などなど。 

核
兵
器
の
使
用
が
も
た
ら
す
も
の

は
、
広
島
と
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
が

示
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
量
破
壊
と

非
人
道
的
な
破
滅
的
結
末
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
貴
職
の
発
言
は
、
人
類
と

世
界
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
り
、
貴
国

自
身
が
調
印
し
た
「
核
戦
争
に
勝
者

は
な
く
、
決
し
て
戦
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
の
五
大
国
共
同
声
明
に
も
反

す
る
も
の
で
す
。
被
爆
国
の
運
動
と

し
て
断
固
抗
議
し
、
核
兵
器
の
全
面

的
廃
絶
の
た
め
に
行
動
す
る
よ
う
強

く
要
求
し
ま
す
。 

 

２
０
２
２
年
２
月
２
５
日 

 

原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会 

 


